
－昭和15年の学級日誌が伝える女学生の日常-

学級日誌と写真資料から、戦争が学校生活に及ぼ
した影響を紹介します。授業、訓練、勤労奉仕など、
女学生たちの日常は、どのように戦争と結びついて
いたのでしょうか。

１ 学校から工場へ 女学生の勤労動員 ２ 地域で支える 女学生の勤労奉仕

『写真週報』第246号（昭和17年11月11日）
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戦時下の女学校

学校で学んでいた女学生も、戦時下に
は働くことを求められていきました。
太田中島飛行機製作所での勤労動員の様
子を伝える写真です。

太田中島飛行機製作所の生産風景
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政府の宣伝誌『写真週報』第246
号（1942年11月11日）に掲載された
「輸送陣も懸命だー群馬県―」の記事
です。

令和８年度 文書館の逸品２（７・８月）



３ 学級日誌にみる戦時下の教室

この学級日誌には、戦時の講話や防空訓練の注意が書き留めら
れています。
一方で、「授業が始まったら静かにする」と読める注意も見られ、

当時の教室にも、女学生たちのにぎやかな日常があったことが伝
わってきます。
こうした記録からは、戦争が特別な出来事としてだけでなく、普段

の学校生活の中にも及んでいたことが分かります。
『学級日誌』安中高等女学校 昭和15年（1940）
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